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Rebalancing U.S. Military Presence in the Middle East 








The number of U.S. soldiers in Afghanistan and Iraq had been reduced 
greatly under Barak Obama’s rebalancing strategy in Asia. During the same 
period, the number of U.S. soldiers in GCC states has been also reduced. 
There had been 35,953 U.S. soldiers in GCC states in 2011. This number was 
reduced to 16,311 in 2016, less than half of what it had been in 2011. The 
main reason for the drop was the reduction in the number of U.S. soldiers on 
U.S. military bases in GCC states who engaged and supported U.S. 
operations in Afghanistan and Iraq. While the number of U.S. soldiers was 
reduced, the U.S. maintained its military capability to ensure security for the 
GCC states, even strengthening its military power on U.S. bases in the UAE 
and Bahrain. 
Washington has strong interests in fighting terrorism in the Middle 
East: providing security for Israel, and securing a stable supply of crude oil to 
the United States and other Western countries. As the U.S. military presence 
in the Gulf region has contributed greatly to securing those interests, 
Washington intends to maintain its military presence in the Gulf region. 
Russia interfered in Syria in September 2015. However, Russia does not 
have military interests in the Gulf region, but economic interests such as 
arms sales and oil concessions. Russian influence without a military presence 
in the Gulf region is thereby limited. 
 





































国で合計 14 万 6,805 人のアメリカ兵が存在したが、その数はオバマ政権末期の 2016 年には 2














                                                   
1 アメリカの The Defense Manpower Data Center(DMDC)の四半期統計より 9 月の統計を選
びグラフを作成した。出所は https://www.dmdc.osd.mil/appj/dwp/dwp_reports.jsp。また、イ
ギリスの The International Institute for Strategic Studies 発行の軍事情報年鑑である









 グラフ 1 にも示したように、GCC 諸国でもアメリカ軍の兵員数は減少している。GCC 諸国のアメリ
カ軍の兵員数は 2011 年に 3 万 5,953 人であったが、2016 年には 1 万 6,311 人になり、オバマ






クもカバーする空軍の拠点基地としての役割も果たしてきた。グラフ 1 と、グラフ 2、グラフ 3（GCC
諸国での空軍駐留兵数の推移）とを比較すると、カタルに駐留するアメリカ兵の数はアフガニスタン
とイラクでのアメリカ兵の減少数にほぼ連動して減少しているのが見て取れる。2011 年に 1 万
1,812 人いたカタルのアメリカ兵は、アフガニスタンとイラクからの撤退が進んだ 2012 年に 6,865
人に急減し、その後は緩やかに減少し 2016 年に 3,216 人になっている。減少の主要な要因は、
カタル駐留軍の主力である空軍兵力が 2011 年の 9,677 人から、2012 年に 5,424 人へと大きく




また、クウェートに駐留するアメリカ兵の数は 2011 年には 1 万 6,881 人であったが、2012 年に
1 万 0,006 人に減少し、2016 年には 5,818 人になっている。クウェートでの減少の内訳をみると、













いるが、バハレーンでのアメリカ兵の数は 2011年の 4,623 人から 2016 年には 5,370人に増強さ
れている。アメリカ海軍の兵員数が 2011年の 3,781人から 2016年には 4,315人に増強されたこ
とが大きく影響している 2。アラブ首長国連邦では空軍兵力が強化されている。アラブ首長国連邦
での空軍兵力は 2011年の 1,539人から 2015年に 2,231 人になり、2016年には 1,180人に一



















 トランプ政権発足後の 2017 年 6 月にアメリカの国防総省はアフガニスタンへの兵員増派の方針



































                                                   
3 グラフ 5（アメリカからの原油輸出量の推移）は各月の最終週の数字を記載した。 























































                                                   
5  National Defense Strategy の要点は、アメリカ国防総省の次のホームぺージに掲載。
https://www.defense.gov/News/Publications/ また、トランプ大統領は 2018 年 1 月 30 日の
一般教書演説でも IS との戦争を続けていくと述べている。 









 ロシアは、アサド政権を支援するために 2015 年 9 月にシリアでの空爆を開始し、シリアの内戦に



























みても、2017 年 2 月にはアラブ首長国連邦との間で対戦車ミサイルなど総額 15 億英ポンドの兵
器売却交渉を進め、4 月には戦闘機（Su-35）の売却交渉をしていることが報道されている。同年 8
月にはトルコとの間で最新鋭地対空ミサイル・システム（S400）の売却で合意している。同じ 8 月に
                                                   
7 筆者が実施した 2006 年のモスクワでの現地調査での、ロシア人研究者たちのロシアの対中東
政策についての説明。 
8 “Russia’s Middle East ambitions grow with Syria battlefield success”, Financial Times, 19 
















85%を獲得している。ルークオイル社は 2014年に西クルナ油田で 12万 b/dで生産を開始し 120
万 b/d の生産を目指している。イラクの西部地域では、現在、ロシアのガスプロム社がバドラ油田で
原油とガスの生産を進めている。2017 年 10 月には、ロスネフチ社はクルド自治政府と 5 カ所の油
田開発で合意している。イランでは、イラン核合意後の外資への油田開発開放の流れの中で、


















                                                   
9 “President Putin attends the opening of a Pilgrims House near the Jordan River”, The 
Russian Orthodox Church, 27 June, 2012. 27, June, 2012. 
https://mospat.ru/en/2012/06/27/news66831/ 
10 イギリスの BBC News は、2015 年の段階でロシアからシリアとイラクにわたったロシア人
のイスラーム過激派戦闘員数は 1,500 人であるとグラフで示している。 “What is 'Islamic 























サウジアラビアのサルマーン国王は 2017 年 10 月にロシアを訪問しプーチン大統領と会談し、
ロシアから最新鋭地対空ミサイル・システム（S400）を調達することを決めている。ムハンマド皇太子








姿勢は見せていない。しかし、2017 年 7 月に紅海岸のジブチに軍事基地を開設しており、それは
海賊対処活動や国連平和維持活動（ＰＫＯ）への支援を目的としているとされるが、将来的には、中
東での安全保障の面でのかかわりも徐々に強めていく可能性がある。中国の動向については注視
する必要があろう。 
一方で、アラビア半島周辺でのトルコの動きも目立っている。トルコは、伝統的に中東の政治から
一歩距離を置く姿勢を保ち、隣接するシリアやイラクなどとの関係を除けば、中東の域内政治への
関与は目立たなかった。しかし、2017 年になると、トルコはカタルに軍事基地を建設しトルコ兵を配
置し、ソマリアの紅海岸にもトルコ軍の施設を建設し、スーダンでも海軍・民間用のドックの建設計画
を明らかにしている。エルドアン大統領の下でトルコはシリアへの介入姿勢を強めているが、ペル
シャ湾岸や紅海岸などでも安全保障への関与を強めているのである。 
もっとも、このトルコの動きの背景には EU 加盟が困難になったエルドアン大統領がアラブ地域
で影響力を示すことで外交的失点をカバーし、そのことでトルコ国内での国民世論の支持をつなぎ
アメリカの中東関与の変化とロシアの進出、湾岸への影響 
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とめようとする狙いがあるものと思われる。国内向けのジェスチャーが中心で、ペルシャ湾岸や紅海
岸への本格的な軍事的進出を計画しているとは思えない。そもそもトルコはオスマン帝国の時代に
アラブ地域の多くの国を支配下に置いた歴史がある。トルコの関与あるいは介入はアラブ諸国では
歓迎されないであろう。トルコがムスリム同胞団に近いこともエジプト、サウジアラビア、アラブ首長国
連邦などのアラブ諸国との関係を難しくしている。中東でトルコが果たせる役割は限定的であろう。 
 
